







































































































































































































































































図 1 個人の行為様式 図 2 行為様式の制度化





















要な示唆を与えてくれる 2 つの論議を検討する。それは（1）J. S. ミルの共同体論，（2）朱熹の



















































































































































































































































































































































































































































































































































論』，『自叙伝』）と，フェビアン協会が 20 世紀初に発行した『ミル評伝』（Julius West, 1913, John Stuart
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共同体の哲学：相互義務システムとしての共同体（朴 光駿）
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